




















1 ． は じめに
近代社会形成の理論は， ホッブズ(ThomasHobbes, 1588-1679), p
ック(JohnLocke, 1632-1704)の社会契約思想に見い出されるが，利己
的個な人がいかにして社会秩序を形成するかという問題は， ホッブズ， ロ











































































































































































































































大槻春彦訳『人性論』（岩波文叩） (4)． 67頁。 （以下， これからの引用は朧ぽ邦
訳通りだが，若干変えた箇所もある),Cf. Ibid., p.493，邦訳(4), 68頁。
12〕 ヒュームは， あらゆる学問が「人間本性」にかかわっていることを強調して










































































































































































































それゆえ， ヒュームは次のように結論する。 「…自利(self interest)は
正義を樹立する根源的動機である。が,公共的利益への同感(asympathy
withpublic interest) iX, 正義の徳に伴う道徳的是認の源泉なのであ
る23〕」と｡
21) Cf,P~Mercer, SympathyandEthics, Astudyof the relationship































































24) Ibid., p.534邦訳(4), 125頁。





























26) Ibid., p､538邦訳(:1), 131頁。


























28) Ibid., pp.538-539邦訳(4), 132-133頁。
29） ヒュームは，統治組織力Kひとたび樹立されたのちの，統治識哉の権威の源泉

























































































































36) Ibid., p.552邦訳(4), 153頁。
37) DJid., p,550邦訳(4), 150頁。
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ヒューム『人間本性論』における市民社会の形成と政府
ユームの論理においては，市民社会（正義の法）の成立は，個々人の利害
の調整としてのコンヴェンションによって可能となるが， それを全面的に
支持するものとして道徳的義務と市民政府が要請されるのであった。した
がって，彼においてば，正義の法と正義の徳とは区別されることなく，一
体化された。むしろ，正義の法を前提にして正義の徳が形成されたのであ
る。また，市民政府も現実の法の遂行者として，かつ裁断者としての役割
を担うのであるから社会との対立はなかった。 ヒュームにおいてば，現実
の法を遵守し， それに従うことこそが最善の道であった。そうすることが，
個々人の利益なのであった。
ところで，市民政府の成立は，人々との間に権威と服従（＝忠誠） との
関係を生ぜしめるが， ヒュームは服従の原理として，契約説を退け，利己
心に基づく自然的責務を強調した。人為は，服従したほうが利益があるゆ
えに， そうするのであった。かくして， ヒュームにおいては，一貫して，
利己的本性に埜づく市民社会論が展開されているのが理解できる。すなわ
ち， 彼に詣いては，市民社会の形成も統治原理も人間本性である利己心を
基軸として説明されているのである。服従の原理には， 自然的資務のぼか
に道徳的寅務が存するが， ヒュームは， ロックと同様に政府に対する抵抗
権を認めている。但し，人々の抵抗権が認められるのは，統治者の暴虐と
残忍さと野心とが，人々を圧迫し耐えがたい状態に至らしめたときの象で
ある。
以上から明らかなように， ヒュームは，利己的本性から一貫して市民社
会の形成と政府の成立を説明しているが， これは，理性的論理をもって市
民社会の形成を説くホッブズやロックの17世紀の社会理論への対決と， そ
れからの転換を表明するものであった。したｶﾐって， ホッブズ， ロック，
ヒューム， スミスヘと発展する市民社会形成論のなかでのヒュームの存在
は，社会理論の革新者であり，新しい社会理論の建設者であったというこ
とができる。 もちろん， 18世紀の市民社会の自律性を認識したスミスまで
の距離はまだあるが。
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